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年利、％

2017/2　①6.25％　②6.54％　③6.87％

（月末値）
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実質ＧＤＰ成長率
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2017 年３月号（Ｎｏ．８７） 

インド経済は成長率が鈍化した。２０１６年１０～１２月期の実質ＧＤＰは前年比+７．０％（前期は同+７．４％）

と、２０１５年１０～１２月期以来の低成長となった。一方、直近の月次指標は、景気が持ち直していることを示唆し

ている。まず、内需をみると、２０１７年１月の新車販売台数は前年比+１４．４％（前月は同-１．４％）と４か月ぶり

の高い伸びとなった。また、外需についても、同月の輸出が同+４．３％と５か月連続で増加している。２月の製造

業ＰＭＩは５０．７と２か月続けて中立水準の５０を上回り、企業マインドも足元で緩やかに改善している。 

 

【今月のトピック：２０５０年にはインドが米国を上回る経済大国に】 ２月にプライスウォーターハウスクーパースは、長

期的な世界経済を展望したレポートを公表した。同レポートによると、２０１６年～２０５０年の期間のインドの平均人口

増加率は０．７％、１人当たりＧＤＰ成長率は４．１％であり、ＧＤＰ成長率は４．９％となる。２０５０年の購買力平価によ

るＧＤＰの世界順位は、１位：中国、２位：インド、３位：米国となり、インドは米国を抜いて世界２位の経済大国となること

が予測されている。経済力の向上に伴い、インドの国際社会における地位も上昇しよう。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2017 年３月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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